
  報    告   

令和６年３月２１日 

環 境 局 施 設 課 

 

 

北九州港廃棄物海面処分場整備事業の公共事業評価に関する 

検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針について 

 

 

響灘東地区の廃棄物海面処分場（別紙）については、今年度、事業計画を変更（事

業費の増額、事業期間を延長）するにあたり、公共事業再評価を行っており、 

12 月 8 日（経済港湾委員会：12 月 14 日）に事業計画の変更内容や所定の手続きにつ

いて報告したところである。 

このたび、公共事業評価に関する検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針に

ついて報告するもの。 

 

１ 検討会議の意見 

  令和 5年 12 月 26 日に、外部の有識者で構成される「公共事業評価に関する検討会

議」を実施 

（１）事業継続について 

     構成員の総意として「必要な事業であり、事業継続に異論はない」との結論

が出された。 

 （２）指摘事項 

   ・事業内容を二度見直して事業費が増加していることから、事業の必要性やコス

ト等について、市民に分かりやすく説明すること。 

   ・市民生活や経済活動に多大な影響を及ぼすため、事業期間がこれ以上延びるこ

とがないよう、着実に事業を進めること。 

 

２ 市民意見の募集・結果 

（１）募 集 期 間：令和 6年 1月 19 日～2月 16 日まで（29 日間） 

（２）意見提出状況：意見無し 

 

３ 市の対応方針 

  「変更後の計画どおり事業を継続する」 

 

４ 今後の手続き 

 令和 6年 3月下旬 市の対応方針の公表 

（ホームページへの掲載、事業担当課、区役所等での閲覧） 
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【既存】 廃棄物処分場（管理型）
＜響灘西地区 ２区画＞

面 積 ： 約37ｈａ

容 量 ： 約457万㎥
残容量 ： 約58万㎥
用 材 ： 一般廃棄物、産業廃棄物等

【既存】 土砂処分場

＜響灘西地区 ４区画＞
面 積 ： 約36ｈａ

容 量 ： 約437万㎥
残容量 ： 約3万㎥
用 材 ： 浚渫土砂

549m

【新規】 廃棄物処分場（管理型）
面 積 ： 約22ｈａ
容 量 ： 約253万㎥
用 材 ： 一般廃棄物、産業廃棄物等

【新規】 土砂処分場（安定型）
面 積 ： 約16ｈａ
容 量 ： 約204万㎥
用 材 ： 浚渫土砂
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